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お知らせ 

年 2回発行のニュースレターは、ホームページ
掲載のみの号と紙媒体併用の号を交互に発行
しております。今号 37 号はホームページ掲載
のみです。ご意見ご要望等何でも広報委員会
（末尾）までお寄せください。次号 38 号は紙
媒体併用の予定です。記事の投稿もお待ちして
おります。  

特別企画 

廣安 博之（広島大学名誉教授） 
「ウイスコンシン大学エンジン・リサーチ・    
センター創立 60 周年記念会ならびに    
Myers, Uyehara, Borman先生について」（p.2-3） 

部門研究会の紹介 

濱口 和洋（明星大学） 
「A-TS 07-40 先進のスターリングサイクル機
器研究会」（p.4） 
藤川 武敏（豊田中央研究所） 
「A-TS 07-44 持続可能な社会のためのエンジ
ン技術研究会」（p.5-6） 

シンポジウム・講習会報告 

原村 嘉彦（神奈川大学） 

 
「第 10 回スターリングサイクルシンポジウム
を終えて」（p.6-8） 

梶谷 修一（茨城大学） 
「講習会：次世代燃料ＤＭＥのディーゼル機関
への適用」（p.8-9） 

石山 拓二（京都大学） 
「基礎教育講習会－エンジンにおける実験・計
測の基礎と応用」（p.9-10） 

技術動向 

塚本 達郎(東京海洋大学) 
「船舶からの排気ガスの規制動向」（p.9-10） 

会議参加記 

西田 恵哉（広島大学） 
「第２回内燃機関の清浄・高効率燃焼に関する
国際シンポジウム」（p.10-11） 

海外便り 

草鹿 仁（早稲田大学） 
「 Sabbatical Term at Chalmers University of 

Technology, Gothenburg, Sweden」（p.11-13） 

会議カレンダー 
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ウイスコンシン大学エンジン・リサーチ・    
セ ン ター創立 60 周 年記念会ならびに    
Myers, Uyehara, Borman 先生について 
 

廣安 博之（広島大学名誉教授） 
 
昨年(2006 年)6 月２２日に、ウイスコンシン

大学エンジン・リサーチ・センター創立 60 周
年記念会が、Madison Wisconsinで開催された。
北海道大学の村山 正 先生と一緒にその会
に出席した。22日はパーティがあり、現役の教
授、職員、学生と卒業生の有志が集まり楽しい
集いであった。Myers 先生も車椅子ではあった
がご出席いただいた。90歳になられたばかりで
ある。翌日は研究室の公開とセミナーが開催さ
れた。 

 

2006 年 6 月開催の ERC60 周年記念会 
 
ご承知のように、現在、ウイスコンシン大学

エンジン・リサーチ・センターは大学のエンジ
ン研究センターとしては世界に誇る業績と卒
業生を出しているところである。この研究セン
ターの創立、特に上記 3人の教授のことと現況
について述べてみたい。 

Phillip Samuel Myers は 1916 年 5 月 8 日に
Kansas 州 Webber という田舎町でお生まれにな
り、McPherson College で数学の学部を、その
後、Kansas Sate Universityの機械工学科に移ら
れ、修士の学位を 1942年に修了され、University 
of Wisconsin の機械工学科大学院に入学され、
1946 年に PhD の学位を取得されている。指導
教授は L.A.Wilson教授であった。 
一方、Otto Arthur Uyeharaは 1916年 9月 9日

に California州 Hanfordで、日本からの農業移民
の 2世としてお生まれになった。幼少の頃から

聡明でエンジンが好きであった。高校の先生の
紹介で、University of Wisconsin at Milwaukeeの
夜間大学に入学されたが、最終的には University 
of Wisconsin at Madisonの化学工学を 1942年に
卒業され、そのまま修士、博士課程に進まれて、
化学工学で PhDの学位を 1945年に取得された。
指導教授は化学工学では世界的に有名な K. M. 
Watson教授であった。 

1946年、University of Wisconsinの機械工学科
は新しく、Internal Combustion Engine Research 
Laboratory を作ることを決め、50,000 ドルで
T-25（実験棟の番号）というスレート葺きの実
験棟と単気筒試験エンジン等の設備を用意し、
Myers と Uyehara という若くて、エンジンが好
きな研究者・教育者を当てることにした。想像
するに、アメリカの戦後（第二次世界大戦は
1945年 8月に終了）の自動車工学研究にはどう
しても燃焼研究を行わなければならないとい
う政策であったと思われる。 
この政策は成功し、今日の 60年の歴史があ
る。Phil Myersと Otto Uyeharaの Partnership
はすばらしいものがあり、１＋１が２ではなく
100以上のものを作り上げた。Ottoが退官する
まで同じ部屋に向かい合って座り、研究活動は
別々のものではなく、まったく溶け合った一つ
のものであった。Phil-n-Otto、 Otto and Philと
呼ばれたものである。Philは敬虔なクリスチャ
ンであり、教育者として崇高な人柄であった。
アメリカ人にも外国人にも分け隔てなく親切
で面倒見の良いすばらしい先生であった。Otto
は Engineerとしてのひらめきがすばらしく、実
験研究者として電気回路にもたけ、化学工学の 
素養があり、そして人柄としては控えめで努力
家であった。外への攻めは Philがやり、多くの

 

T-25 の入り口の看板（1946 年） 

特別企画特別企画特別企画特別企画 
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研究資金を確保し、内での護りは Ottoが担当し
て、当時未知であった内燃機関の燃焼の問題を
次から次へと解決して行った。2 人は多くの有
能な研究者を育てた。 
初期の研究はエンジン燃焼室に試作の圧力

ピックアップを取り付け燃焼圧を、また温度計
測には燃焼室に透明窓を装着して火炎温度、そ
の他を計測した。その後、壁面からの熱移動の 
計測のため壁温の測定を行っている。また、

ディーゼル燃焼の解明のため、燃料噴霧粒子径
の測定、噴霧の蒸発過程の研究に進んだ。 

1960 年頃から排ガスの問題が浮上してきて、
世界に先駆けて NOx、HC の計測を行い排出特
性について研究を進めている。 

1964年 9月に T-25の講師に就任した、Gary L. 
Borman は、Wisconsin 州の Milwaukee 郊外で
1932 年 に 生 ま れ 、 University of 
Wisconsin-Madisonの数学科の学部、修士の学位
をとり、その後、機械工学科の修士に進み、博
士の学位を 1964年の夏に取得している。勿論、
指導教授は Phil Myers と Otto Uyeharaであっ
た。彼の PhD 論文およびその後に SAE に発表
した論文、“Mathematical Simulation of IC Engine 
Processes and Performance”は当時のエンジン研
究の先駆けを示す論文で、多くの研究者および
会社から注目を浴びた。彼は Phil and Ottoの率
いる多くの実験的研究者の中にいて、いつもク
ールで蒸発の問題、超臨界の問題、熱移動の問
題、潤滑の問題で理論的解析を担当していた。 

1946 年 に 発 足 し た 、 Engine Research 
Laboratory、T-25 は 1979 年に 15 階建ての
Engineering Research Centerの中に移り、名前も
Engine Research Center(ERC)として研究室、研究
者の数を増やしていった。Gary Bormanは 1986
年から 1994年の退官するまでの 8年間 ERCの
所長として DOD、 DOE、 NSF、 ARO、 TACOM
等からの資金調達、研究テーマの選定、そして
教授、スタッフの人選など精力的に活躍し、ERC
を世界的な研究センターにまで発展させた。 
その、Gary L. Bormanは 2005年 1月 17日に、

Otto A. Uyeharaは 2005年 9月 6日にそして、
Phillip S. Myersは 2006年 10月 13日にそれぞれ
亡くなられた。時代は過ぎ去ったという感じが

する。 
現在(2006年 6月)のERCの現況について簡単

に触れてみよう。写真に示すように、現在８名
の教授と１０名のスタッフがおり、それに約 45
名の大学院生が研究に勤しんでいる。研究費用
は、写真に示すように、2006 年においては、
$3710K、約 4.5億円を使用しているという。 
日本の大学、企業からの研究者も短期間では

あるが ERCに滞在し、ともに研究を行った人た
ちが多い。ちなみに私は 1964年から 1966年ま
で T-25でポスト・ドクとして働いた。多くの楽
しい思い出が残っている。 

 

 
ERC の教授（2006 年 6 月現在） 

 

ERC の 2006 年の予算 
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A-TS 07-40 先進のスターリングサイクル機器
研究会 
 
          主査 

濱口 和洋（明星大学） 
 
 2003 年 4 月、主査・濱口和
洋(明星大)、幹事・平田宏一(海技研)、そして委
員には大学及び研究機関側 18名と民間企業側 6
名により活動を開始した。現在、幹事は大高敏
男(都立産技高専)に代わり、委員も大学及び研
究機関側 23名と民間企業側 10名に増加してい
る。本研究会の目的は、欧米において実用化が
開始され、用途開発も盛んなスターリングエン
ジン(一例として図１)、80K 以下の温度レベル
においてのみ実用化されていたが冷蔵庫温度
レベル用に日本において量産化が開始された
スターリング冷凍機さらには今後の研究の進
展が望まれる熱音響エンジンなどスターリン
グサイクル関連機器について、委員内外からの
話題提供と情報交換を行い、さらなる性能の向
上並びに様々な用途開発を行うことにある。研
究会は４回／年開催され、熱音響エンジンの先
導を担っている低温工学協会「振動流エネルギ
ー変換・輸送現象研究会」との合同研究会も実
施している。 
 ところで、日本におけるスターリングエンジ
ンは、近年、バイオマス燃焼発電、家庭用コー
ジェネレーションなどの用途に注目が集まり、
図２に示す発電出力 55kWe のエンジンが輸入
販売そして図３に示す 3kWe 級エンジンのライ
センス生産が開始されている。また、図４に示

す米国 INFINIA社製の家庭用コージェネレーシ
ョン向け 1kWe 級フリーピストンエンジン発電
機を大量のライセンス生産に向けた準備段階
にある企業もある。 
このような中、本研究会の委員は、研究会で

の研究成果や収集情報に係る話題提供及び情
報交換のみならず毎年開催されるスターリン
グサイクルシンポジウムでの発表も行ってい
る。なお、本年９月には早稲田大学国際会議場
において国際スターリングエンジン会議が開
催され、近年にない高まりを見せているスター
リングエンジンに係る内外の発表が期待され
る。 

  

(a)概観 (b)エンジン発電機 

図１ 英国で販売されているニュージー 
ランド WhisperGen 社製 1kWe 級家庭用 
コージェネレーションユニット 

図２ 米国 STMpower 社製 55kWe エンジン発電機 

図３ （株）スターリングエンジン製造販売 
の 3kWe エンジン 

図４ 

部門研究会の紹介部門研究会の紹介部門研究会の紹介部門研究会の紹介 
米国 INFINIA 社製 1kWe 級
フリーピストンエンジン
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A-TS 07-44 持続可能な社会
のためのエンジン技術研究会 

 
 

           主査 
藤川 武敏（豊田中央研究所） 
 
 本研究会は、主として東海地区においてエン
ジン及び関連要素技術の開発や燃焼研究を行
なっている技術者や研究者が集まり、情報交換
や相互研鑽に努める目的で設置されています。
前身は「燃焼と周辺技術研究会(1995-1997)」、
「内燃機関の燃焼研究会(1998-1999)」、「21世
紀につながるエンジン技術研究会(2000-2001)」、
「限界熱効率をめざす内燃機関研究会
(2002-2005)」です。21世紀に入り社会構造は従
来の「大量生産、大量消費」から、環境負荷を
最小に留め地球生態系を維持できる「持続可能
な社会」への転換が強く求められるようになっ
てきました。自動車の分野においても、有害排
出物の低減のみならず、温暖化ガスである CO2

の排出量抑制が重要な課題となって来ていま
す。これらの状況の中でエンジン技術は、従来
の内燃機関だけに留まらずエネルギー、環境に
関わる周辺技術を含めて新しい情報を収集・議
論し、より高い視点から新たな応用展開を図っ
て行く必要があると考えられます。このような
状況の下、研究会名称を改め 2006 年 3 月より
古谷正広幹事（名古屋工業大学）と協力して活
動を続けています。 
 本研究会の全委員数は 33 名で、このうち 23
名が企業所属の研究者、開発技術者であり、関
東から関西に至る広い範囲で参加していただ
いています。研究会は年間４回、基本的には土
曜日の午後の時間帯を利用して、ほぼ定期的に
開催されています。また、年 1回は見学会も組
み入れています。この土曜日の午後というのは
前身となる研究会からの伝統で、二つのメリッ
トがあります。一つは委員の研究会出席に際し
て会社や大学での仕事と干渉しないこと。もう
一つは委員外の先生方に話題提供をお願いす
る場合も、同様の理由から引き受けて頂き易い、
ということです。話題提供は基本的には、大学
の研究者及び委員所属企業からの研究、開発の
紹介というような 2件の話題がセットで行なわ
れます。特に本研究会では“議論を尽くす”と
いう事に重きを置き、1件当たり 1時間 30分の

持ち時間の中、講演は 1時間程度にまとめて頂
き、残りを討議時間に充てています。従って講
師の方には相当タフなプレゼンになる場合も
ありますが、充実した議論が行なわれています。
このようなことから委員だけでなく追加の参
加もあり、出席者数が 30 名を超える場合もあ
ります。 
 2006年度の活動内容を以下に示します。 
第 1回（2006年 5月）名古屋国際センター 
・「燃料電池自動車と水素インフラ開発の現状
と課題」、高木靖雄（武蔵工業大学） 
・「ホンダにおける燃料電池自動車の開発」、
守谷隆史（本田技術研究所） 
第 2回（2006年 8月）名古屋国際センター 
・「持続可能な自動車交通実現のための課題と
対応」、石谷久（慶応義塾大学） 
・「ハイブリッド車～持続可能な車社会へ向け
て～」、高岡俊文（トヨタ自動車） 
第 3回（2006年 11月）豊橋技術科学大学 
・「乱流燃焼モデリングの動向と確率密度関数
法の紹介」、野田進(豊橋技術科学大学) 
・「固体燃料とエンジンの係わり」、成瀬一郎
（豊橋技術科学大学） 
・実験室見学（野田、成瀬、小口各研究室） 
第 4回（2007年 2月）名古屋工業大学 
・「GTL(Gas to Liquid)燃料を用いたエミッショ
ン改善の研究」、吉冨 和宣（日野自動車） 
・「自動車における PM 計測および低減技術の
現状」、新井雅隆（群馬大学） 
懇親会 
 ここに紹介したような話題の内容は質疑、討
論まで含めて詳細な議事録を作成する、という
ことも本研究会の特長です。このため議事録作
成には休日に相当の時間を充てざるを得ず、発
行は遅れがちになってしまいますが、改めて資
料を見直し確認すべき事項を調べたりするこ
とでより深く内容を理解することができると
いうメリットもあります。その内容は、岐阜大
学若井研究室の井原先生に管理いただいてい
る研究会ホームページを利用して委員の間で
はいつでも閲覧できるようになっていますし、
最新分についてはエンジンシステム部門のホ
ームページでもご覧いただけます。 
 持続可能な社会の実現に向けた技術開発は、
広い視点からの総合的なアプローチが不可欠
と考えられます。今後も幅広い分野の話題を取
り上げ議論してゆく中で新たな技術開発の芽



 6 

が生まれるとの期待の下、委員の皆様をはじめ
多くの方々のご協力を得ながら活動を続けて

ゆきたいと考えていますので、よろしくお願い
致します。 

 
 
 
第10回スターリングサイクル
シンポジウムを終えて 
 
同シンポジウム実行委員長 
原村 嘉彦（神奈川大学） 

 
 1997 年に東京電機大学で第１回が開催され
て以来、毎年 10 月後半に開催されているスタ
ーリングサイクルシンポジウムが、本年度は 10
月 20日（金）と 21日（土）の２日間にわたっ
て、神奈川大学で開催されました。神奈川大学
での開催は、第５回につづき２回目になります。
本シンポジウムは、一昨年の第８回までは１日
開催でしたが、昨年から２日間の開催に変わっ
ています。スターリングサイクル機器は、エン
ジン、冷凍機、主に冷凍機に応用される熱音響

機器に大別されますが、これらには共通部分も
多く、また、他の分野が大いに参考になるので、
多くの講演を聴きたいという要望が従来から
たくさんあり、これに応えるためです。本年度
は特に、模型エンジンに取り組んでいる工業高
校の教員や生徒が参加できるように、土曜日を
含めて開催しました。 
 セッションは、図１に示すとおり、大半を第
１室として他の分野を聞きやすいセッション
構成としました。講演時間は、従来と同様、基
本的に発表 15 分質疑応答５分（トピックスと
模型スターリングエンジンは発表 10 分質疑応
答５分）と、時間を長めにとって議論が十分で
きるように配慮しています。また、後述の模型
展示を見る余裕を作るために、セッション間の
休み時間を 20分としました。 
 ここ数年、熱音響関連の発表が多く、エンジ
ン関連がやや少ない傾向にありましたが、今回
は、エンジン関連で 17 件と、例年になく数多
くの発表がありました。しかも、エンジン要素
の研究に比べ、e-スター、サクション瓦斯機関、
海上安全技術研究所、産業技術総合研究所によ
る、エンジンの性能試験の結果が発表されたこ
とは特筆すべきことであり、近年の実用化に向
けた動きの現れです。 
 本シンポジウムでは、第５回以来、発表者と
関係企業に対して模型展示を募集し、実物を通
したより深い理解を促進するようにしてきて
います。今回も、６団体から展示の協力を得ま
した。展示会場の全景と展示物の一部を写真１
と２に示します。 

 
写真１ 模型展示全景 

シンポジウム・講習会報告シンポジウム・講習会報告シンポジウム・講習会報告シンポジウム・講習会報告

 
  第１室  第２室 

 エンジン１(４講演) 
座長 平田宏一 

  

 エンジン２（４講
演） 
座長 濱口和洋 

  

 特別講演 
司会 原村嘉彦 

  

 熱音響１（３講演） 
座長 琵琶哲志 

 トピックス(６講演)
座長 大高敏男 

第 
一 
日 

 熱音響２（３講演） 
座長 野川正文 

  

 冷凍機（４講演） 
座長 平塚善勝 

  

 再生器（５講演） 
座長 関谷弘志 

 模型（６講演） 
座長 戸田富士夫 

 エンジン３（４講
演） 
座長 香川 澄 

  
第 
二 
日 

 エンジン４（５講
演） 
座長 田中 誠 

  

図１ セッションの構成（セッション名は略記） 
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写真２ 函館工業高等専門学校のエンジン 

 
 今回も特別講演を実施しました。NPO法人・
産業クラスター研究会副理事長をされている
防衛大学校名誉教授の鶴野省三先生に「いま、
なぜ、スターリングエンジンか（地球にやさし
いエンジンの時代へ）」という題目で講演いた
だきました。ここでは、英国の貿易産業省が
NPO Energy Saving Trustに委託して作成された
マイクロコジェネレーションに関する報告
書  ”Potential for Microgeneration Study and 
Analysis” が紹介されました。内容を簡単に紹介
しますと以下の通りです。 
 報告書におけるマイクロコジェネレーショ
ン機器の生産量の予測は、2050 年以降でさえ、
スターリングエンジン 55%、燃料電池 25%であ
り、英国ではスターリングエンジンを重視して
いることが紹介されました。その上で、以下の
２点を意見として述べられました。第１は、我
が国では燃料電池への期待が行き過ぎていた
のではないかという問題提起です。燃料電池へ
の期待は、水素社会が理想的エネルギー社会で
あるというイメージによるものであり、触媒の
問題（白金の資源量の壁）や水素製造コストの
問題が過小評価されているのではないかとの
指摘がなされました。第２は、スターリングエ
ンジンに対する期待と誤解の指摘です。 
 そして、スターリングエンジン CHP、燃料電
池 CHP、エコキュートを用いた給湯の省エネル
ギー性を試算した結果を示されました。省エネ
ルギー性については、２つの CHPがほぼ同等で、

エコキュートに比べエネルギー消費を６割程
度に抑えることができます。 
 最後に、現在鶴野先生が現在取り組んでおら
れる活動、すなわちスターリングエンジンを世
に出す運動について、その概要とどのような補
助金があるかの説明がなされました。後れをと
っている我が国の現状を打破するマンパワー
や社会の理解を獲得する仕事をしなければな
らないと、尻をたたかれた感じでした。 

 

 
写真３ 特別講演をされる鶴野先生 

 
 実は、私が担当している授業「工業熱力学 I 」
のレポートの中で、選択問題の１つではありま
すが、このシンポジウムを聴いて１つの講演の
要旨と感想を書かせる課題を与えました。授業
のない時間帯の関係もあると思いますが、その
課題を選んだ 20 名の学生が選んだテーマは、
３件に集中していました。１つは特別講演で、
予想通りです。他の２件は、舶用ディーゼルエ
ンジンの排熱を利用する試作エンジンの評価
に関する講演(A11)、自衛隊用可搬式発電機の開
発に関する講演(A04)でした。熱力学の初学者に
とって、目的のはっきりした研究が大いに興味
を引いた結果と推察されます。学部生にとって
かなり難しい内容であるにも関わらず、あとで
調べたことも含めて講演の内容をしっかり書
いている学生が２、３名いました。予想外のう
れしい成果でした。 
 今回のシンポジウムの参加者は 156名で、内
訳は、日本機械学会ならびに協賛学協会の会員
が 59名、会員外が 44名、学生（参加費無料）
が 53 名でした。会員外がきわめて多かったの
が特徴的です。 
 例年同様、30歳以下の講演者を対象にしたベ
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ストプレゼンテーション賞の選考が行われま
した。セッションオーガナイザーの中から選考
委員として座長を含めた３名をあらかじめセ
ッションごとに指定し、(1) 口頭発表の質、(2) 
映像の質、 (3) 論文の質、の３項目に対して各
10点満点で採点する方式をとっています。大半
の選考委員は複数のセッションを担当するよ
うにして、選考委員による採点のばらつきを修
正できる体制をとりましたが、今回の選考では、
この修正をする必要ありませんでした。選考の
結果、スターリング冷凍機及び関連要素のセッ
ションで発表した首都大学東京の大学院生、小
笠原周君が選考されました。シンポジウムの後、
スターリングサイクル委員会委員長名で部門
に推薦し、12月に賞が授与されました。 
 10 年続いたシンポジウムは、2007 年度は休

むことになりました。９月に国際ステーリング
エンジン会議が早稲田大学で開催されること
になったためです。恒例となった行事がなく寂
しいですが、ぜひ、国際会議に参加ください。
ホームページは http://www.isec-info.org/isec2007 
/index.htmlとなっております。 
 最後に、この場を借りまして、謝辞を申し述
べます。神奈川大学からは、会場ならびに関連
備品を無料で使用させていただいたほか、学会
招致補助金として 10 万円をいただきました。
ありがとうございました。また、本シンポジウ
ムの開催にご尽力いただいたセッションオー
ガナイザー、論文を投稿し研究発表いただいた
方々、そして、参加された方々全員に、心から
感謝申し上げます。

 
講習会：次世代燃料ＤＭＥのデ
ィーゼル機関への適用 
 

梶谷 修一（茨城大学） 
 
原油価格の急騰と CO2 削減の観点から次世

代燃料に関する関心が高い。一方、次世代燃料
といえども現在のガソリン、軽油と同等の価格
でなければ実用化は困難であり、また今後増加
するであろう、乗用車用ディーゼル機関への適
用を含め、排出ガスはガソリン機関並の清浄性
が求められる。さらに如何に清浄な排出ガスと
いえどもエンジン価格の高騰化は避けなけれ
ばならない。かかかる観点から H2、COから合
成可能な DMEが大きな関心を集めている。H2、
CO はバイオマス、都市ゴミ、廃棄プラスチッ
ク、石炭、天然ガスなど多くの資源から合成可
能な事から地域に応じた燃料製造が可能とな
る。 
 以上の観点から標記講習会を企画した。 
演題は以下の順番で行われた。 

(1) DMEの物性とその推算法（日本大学 辻
智也先生） 

(2) DMEの着火特性と燃焼反応(独・交通安全
研究所 佐藤進先生) 

(3) DMEディーゼルエンジン用 Jerk型噴射系
システムについて （ボッシュ(株) 野崎
真哉先生） 

(4) DME ディーゼルエンジン用コモンレー

ル噴射装置について （(株)いすゞ中央研
究所 西村輝一先生） 

(5) DME の噴射ノズル内の流動 （(株)デン
ソー 加藤正明先生） 

(6) DMEエンジンの排気後処理 （独・交通
安全研究所 佐藤由雄先生） 

(7) DME エンジンのナノ PM 排出特性 
（独・産業技術総合研究所 小熊光晴先
生） 

(8) DME の生産・流通・価格 （日本 DME
フォーラム 田村修二先生） 

上記講演の概略を以下に述べる。 
(1)DME の利用はディーゼル燃料の際には、温
度、圧力で密度、体積弾性率、粘度、表面張力
等々が変化するので、前もってその物性を計測
あるいは推算によって明らかにしておく必要
がある。また DME は、LPG 代替利用もあり、
その際には LPG との低濃度から高濃度までの
混合利用がある、その際の物性も計測、推算に
よって明らかにしておくことが重要である。幸
い DME の分子構造が単純な事から推算可能で
あり、この推算プロセスと計測結果との差を辻
先生により詳細に説明された。 
(2)DME の着火特性と燃焼反応はディーゼル機
関及び HCCI 機関の燃焼室、噴射プロセスの設
計に不可欠である事から実験及び素反応モデ
ルを用いた詳細な説明が佐藤先生により行わ
れた。 
(3)現在、日本の一部 DME トラック及び中国、
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韓国の DMEトラックは Jerk式噴射システムが
利用されている。次世代はコモンレールと言わ
れているが、豊富なバイオマス資源から DME
を合成できる DME 燃料の利用は発展途上国に
おいてこそ重要である。かかる観点から DME
の燃焼の特質を利用した比較的安価な Jerk式噴
射系の詳細とポスト新長期排気規制の挑戦目
標を満足させるシステムの詳細な説明が野崎
先生により行われた。 
(4)我が国、欧米においてはコモンレールシステ
ムが普及の段階にある事から、DMEをコモンレ
ールに適用する際の詳細な説明が西村先生に
よって行われた。これらは現在路上走行試験に
供されておりその信頼性確保の証明段階にあ
る。 
(5)DME は噴射ノズル内での流動は、噴霧の分
散、蒸発、燃焼に関連し重要である。この観点
からノズル内の燃料温度の計測、水模型による
シミレィション、数値計算などを行い、DME
燃料が流出する際のキャビティション現象に
注意する必要がある事を加藤先生によって説
明された。 

(6)DME は燃焼に際し吐煙を殆ど生成しないが
NOx を多量 EGR の際には HC が排出される。
これらをポスト新長期の挑戦目標以下にする
ため NOx吸蔵還元型触媒、酸化触媒を組み合わ
せ、定常のみならず過度時も浄化する方法、ポ
スト新長期であれば酸化触媒のみで浄化可能
な事を佐藤先生によって説明された。 
(7)DME エンジンからのナノ PM 排出特性に関
して詳細に検討した結果、DME運転時の PMは
噴射ポンプを潤滑するオイルが核であり潤滑
向上剤の影響はないこと、酸化触媒でナノ PM
の大部分が浄化する事などが小熊先生によっ
て説明された。 
(8)DME の生産、流通に関して天然ガス価格、
製造場所、製造規模で DME の価格がどう変化
するのかの説明のあと DME の導入シナリオを
DME 普及促進センターの計画の説明が田村先
生によって行われた。 
 以上の講演のあと活発な質疑応答があり参
加者の多くが DME の利用技術はほぼ準備が整
ってきている事を実感し講習会を終えた。 

 
講習会：基礎教育講習会－エン
ジンにおける実験・計測の基礎
と応用 
 

石山 拓二（京都大学） 
 
 昨年 11 月 27 日と本年 1 月 25 日に、それぞ
れ東京（日本機械学会：参加者 64 名）と大阪
（大阪科学技術センター：69名）で「基礎教育
講習会－エンジンにおける実験・計測の基礎と
応用（その 14、その 15）」が開催されました。 
 この講習会は、本部門の基礎教育講習会委員
会が企画・運営に当たり、企業において主とし
て研究・開発に携わっている若手の方、および
大学や高等専門学校の学生さんを対象に、教科
書にはないが、実務に役立つ基礎的な知識を提
供する狙いを持って開催されています。 
 企画においては、2004年度の委員会で策定さ
れた方針にもとづいて、エンジン技術を、燃焼
の基礎と計測、排出物質の計測と後処理、各種
機構とその計測、燃料・潤滑・冷却およびエン
ジン制御、に大きく分野分けし、原則としてそ
れぞれのカテゴリーから具体的なテーマを一
つずつ選んで一回の講習会を構成する方式と

しています。テーマ選びに際して、カテゴリー
内の技術内容を満遍なく網羅することによっ
て、何回かの講習会を受講すると、エンジン技
術の主要な内容を一通り学修できるよう工夫
しています。また、関東と関西地区で同一内容
の講習会を開催して受講者の利便を図ってい
ます。 
 今回の講習会の題目と講師は下記のとおり
です。 

(1) 燃焼の化学反応 
（東京大学 三好 明先生） 

(2) ノッキングの現象と光学計測 
（日産自動車 伊東輝行氏） 

(3) 自動車排気ガス規制と後処理技術 
~歴史と今後~ 

（エヌ・イー ケムキャット 黒川貴之氏） 
(4) エンジンの要素技術  

~ハイブリッドシステム用エンジン~ 
（本田技術研究所 中山幸夫氏） 

(5) 将来の自動車燃料動向と対応技術 
（トヨタ自動車 塚崎之弘氏） 

 三好先生のご講演では、当量比や燃料の発熱
量といった基礎的な事項から出発し、反応シス
テムの感度解析、反応経路解析、連鎖反応の考
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え方、自着火反応の燃料依存性などについて解
説されました。web 上から入手できる平衡計算
や化学動力学モデルの紹介、火炎伝播や自着火
といった、計算の目的に応じた反応モデル選択
の考え方の解説など、実用面で大いに役立つ情
報も提供していただきました。 
 伊東氏からは、可視化・光学計測を主体に、
火花点火ノックの発生条件・機構を解明する手
法とその成果が紹介されました。関連する個々
の現象の追求の積み重ねが、現象の全体像に迫
る道を拓くとの結びの言葉が印象的でした。 
 黒川氏からは、ガソリン・ディーゼル車用の
排気触媒技術の基礎に加え、最近の触媒への要
求の厳しさと、対応技術について紹介がありま
した。明解で平易な解説は受講者の理解を助け
たことと思います。 
 中山氏のご講演では、ハイブリッド車に用い
たエンジン技術の解説があり、気筒休止、急速
燃焼、摩擦損失低減など、先進的な技術内容の
具体的説明が受講者の興味を引いたようです。 
 塚崎氏は、CNG、DME、バイオマス燃料、FT
軽油など新燃料の利用技術の動向と評価につ
いて解説されました。燃料の多面的評価と将来
シナリオなど、今後の自動車用燃料の動向を予
測するのに役立つ情報が提供されました。 
 今年度から、新たな試みとして、当日配布資
料（プレゼン資料のコピー）のカラー化と、個

別質問時間の設定を行いました。個別質問は、
講演時の通常質問では問いにくい事項を、受講
者が一対一で講演者に質問するもので、講演者
の前に長蛇の列ができるほどの盛況振りでし
た。 
 エンジン技術は、厳しくなる排気ガス規制や
燃費規制に対応すべく、要素技術が高度化し、
これを取りまとめ制御する技術も多様化、複雑
化する傾向にあります。技術の基礎を十分に理
解することは、研究・開発者にとって、今まで
以上に重要になるでしょう。このような状況に
対応する、充実した講習会を提供することが企
画側の工夫のしどころであると感じておりま
す。 

 
船舶からの排気ガスの規制
動向 
 
塚本 達郎(東京海洋大学) 
 
 
船舶では、一部の小型船を除き、主機関およ

び発電用機関としてディーゼル機関が使用さ
れている。船舶の排気ガスの規制は、全世界的
な取り決めが必要であり、国連において海事に
関する国際的な取り決めを検討する場として
設置されている国際海事機関(IMO)において検
討されている。ここでは IMOにおけるこれまで
の規制の流れと現状について簡単に紹介する。 

IMO(国際海事機関)における船舶からの大気
汚染物質規制に関する審議は、1988年 3月の
MEPC(海洋環境保護委員会)において、ノルウ

ェーが船舶からの大気汚染防止に関する事項
を委員会の検討課題に加えるべきであると提
案し、合意されたことから始まり、その後の
MEPCおよび BCH(バルク・ケミカル小委員会)
で検討が続けられてきた。最終的には、1997年
9月の海洋汚染防止条約締結国会議において、
海洋汚染防止条約(MARPOL 73/78)に「船舶か
らの大気汚染防止に関する規則」と題される附
属書(大気汚染防止に係る新附属書Ⅵ)を新たに
追加するための議定書が採択された。また、こ
の新議定書は、「15ヶ国以上であって、その商
船船腹量の合計が総トン数で世界の商船船腹
量の 50 %以上となる国々が締約国となった日
の 12ヶ月後に発効する」と定められたが、な
かなか締約国が増えず、ようやく 2005年 5月
19日に発効した。日本国内では、「海洋汚染お
よび海上災害の防止に関する法律」を改正して

受講者の質問を受ける講師 

技術動向技術動向技術動向技術動向 
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対応している。附属書Ⅵで定められている物質
と規制内容は以下の通りである。 
(1)オゾン層破壊物質ハロン、フロン等の放出の
禁止および新たな設備の禁止。もちろんこれは
エンジンの排気ガスではなく冷凍機や空調設
備に対する規制である。NOx) 

2000 年１月１日以降に建造される船舶に搭
載される出力 130kW を越える舶用ディーゼル
機関に適用される。新議定書が発効した時点で
遡及適用される。ただし、内航船については発
効日よりの適用となる。規制値は図 1に示すと
おり、機関回転数 n(rpm)により規制値が定めら
れており、低回転機関ほど甘い値となっている。
(3)硫黄酸化物(SOx) 
燃料中の硫黄分を規制しており、4.5 %以下と

なっている。ただし、別に定められた SOx排出
制限海域(バルト海)では、1.5 %以下となってい
る。 
(4)揮発性有機化合物(VOCs) 
タンカーは揮発性物質放出防止設備を装備

することが定められている。これもエンジンの
排気ガスではなく荷役時に積み荷の原油等か
ら蒸発するガスに対するものである。 
(5)船上焼却設備 

PCB、重金属を含む廃棄物質等の特定物質の
船上焼却禁止が定められている。 
条約では、発効後 5 年ごとに MARPOL73/78

附属書Ⅵを見直すことになっており、2005年 7
月に開催された MEPC(海洋環境保護委員会)に
おいて、NOxおよび SOx規制の見直しとともに、
初めて PM に関する調査・検討を行うことが 
図１ IMO における NOx の規制値 

 

BLG(ばら積み液体・ガス小委員会)への付託事
項として合意されている。また現行の SOx排出
制限海域に北海が加えられた。 このMEPCで
の決定を受けて、2006 年 4 月に開催された
BLG10において、MARPOL73/78附属書Ⅵの見
直し作業が開始された。NOxに関しては、２ス
トロークと４ストロークの機関ごとに、現状の
技術(噴射系、電子制御、水噴射、EGR、SCR
など)を適用した場合の NOx 低減割合について
の分析が行われ、それによる削減率や燃費への
影響が表としてまとめられている。船舶はその
寿命が長く既存船へも何らかの規制が必要で
あるとされている。PM については、燃料中の
硫黄分の低減による削減も検討されている。今
後の規制見直しとして、2010 年に２次規制、
2014～2015 年に３次規制が行われる予定にな
っている。2006年 11月に BLGの中間会合がノ
ルウェーで開催され、今後は、2007 年 4 月の
BLG11を経て、7月のMEPCにおいて見直し案
が決定される予定である。 

 
 
 
第２回 内燃機関の清浄・高効率燃焼に関する
国際シンポジウム 
 

西田 恵哉（広島大学） 
 
 2006 年 7 月 10 日‐13 日に中
国天津市で開催された表記のシ
ンポジウムに参加した。シンポジウム名の英文
は 「 2nd International Symposium on Clean 
High-Efficiency Combustion in Engines: ISCE 
2006」で、第 1 回は 2002 年 8 月に同じく天津
市で開催された。これには日本から元新エィシ

ーイー・元千葉工業大学の辻村欽司先生と北海
道大学の小川英之先生が Keynote Speaker とし
て参加されている。エンジンシステム部門ニュ
ースレター第 30 号に小川先生の報告記事があ
る。 
さて、このシンポジウムは天津大学の内燃機

燃焼学国家重点実験室(State Key Laboratory of 
Engines、中国広しといえども内燃機関の「燃焼」
に関する国家重点実験室は天津大学だけと思
われる)が主催して開催しているもので、世界の
最先端の内燃機関燃焼研究者と中国の研究者
の交流を促進する場として位置付けられてい

会議参加記会議参加記会議参加記会議参加記 
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るようで、中国科技部、国家自然科学基金委、
教育部、科学技術協会、天津市科委、中国内燃
機学会等がスポンサーとして支援する、かなり
大掛かりなものである。今回の第 2回では中国
の大学、企業からの参加 102名(うち学生 30名)、
海外からの参加 20名(日本からは西田だけ)であ
った。Keynote Speakerと講演題目は次のようで
ある。なかなかそうそうたる顔ぶれで、内燃機
燃焼学国家重点実験室のトップで Keynote 
Speakerもされた Prof. Wanhua Suが世界行脚し
て招聘されたと思われる。 

 
Prof. Choongsik Bae (KAIST, Korea) 

The Application of Diesel-Fueled HCCI 
Combustion in a Single-Cylinder Diesel Engine 

Prof. Bengt Johansson (Lund Univ., Sweden) 
The Effect of Displacement on HCCI Engine 
Efficiency 

Prof. Wai Cheng (MIT, USA) 
Transportation, Energy, and Light Duty Vehicle 
Powertrains 

Dr. Paul Miles (Sandia National Lab., USA) 
In-cylinder Flow and Mixing Processes in 
Low-Temperature Diesel Combustion Systems 

Prof. Sanhua Su (Tianjin Univ., China) 
Injection Mode Modulation and Combustion 
Chamber Designs in Organization of an 
Advanced Diesel HCCI Combustion 

Prof. Robert W. Dibble (Univ. of 
California-Berkeley, USA) 

Sensing and Control of Multi-Cylinder HCCI 
Engines (How to Convert Old Diesel to New 
HCCI) 

Prof. Hua Zhao (Brunel Univ., UK) 
Understanding of CAI Combustion by 
Experiments and Simulation 

Dr. Heiko Kubach (Univ. of Karlsruhe, Germany) 
Gasoline Direct Injection -Overview and 
Outlook- 

 
シンポジウムで配布されたプログラムでは

米国ミシガン大学の Prof. Dennis Assanis も
Keynote Speakerとなっていたが、彼は土壇場で
不参加となってしまった。困った Symposium 
Secretaryの天津大学 Prof. Mingfa Yaoが、「な
らば」とウェルカムレセプションの席で私を代
わりの Keynote Speakerに指名された。私にとっ
ては光栄なことであるが、いささか乱暴な運営
にあっけにとられた。しかし、これも現代中国
のダイナミズムと考えお引き受けした。結局 9
名となった Keynote Speaker の末席を私が汚す
ことになった。 
Assoc. Prof. Keiya Nishida 

Effect of Split Injection Strategy on Combustion 
and Emission Characteristics of D.I. Diesel 
Engine 

 
 Keynote Speaker の講演以外に 38 編の一般講
演が英語で行われた。Keynote Speakerの講演は
（私のは分からないが）いずれもホットなトピ
ックで興味深く示唆に富んだものであった。一
方、一般講演の内容も、近年の中国における内
燃機関研究のレベルアップを感じさせるもの
が多かった。 
 シンポジウム 3日目に、天津大学キャンパス
と内燃機燃焼学国家重点実験室の見学会が行

 
写真 1 内燃機燃焼学国家重点実験室の看板前で 
     Keynote Speaker 他の参加者と 

 
写真 2 実験室で Prof. Cheng と噴射系に関して討
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われた（写真１、2）。天津大学キャンパスに
は池（湖）がいくつもあり、周囲の樹木との組
み合わせが公園のように美しい。その風景にマ
ッチした歴史を感じさせる国家重点実験室の
建物の中には、日本の大学ではまず見られない
自動車会社のエンジン研究設備のような立派
なものがそろっていた。中国のエンジンメーカ
ーにおける研究開発のかなりの部分をこの実
験室が担っているようだ。見学会の翌日には万
里の長城バスツアーが行われたが、私は次の訪
問地、西安に移動のため参加できなかった。 
 余談であるが、このシンポジウムの運営には
天津大学の女子学生達がボランティアスタッ
フとして協力していた。彼女たちは Keynote 

Speaker を空港でピックアップすることから始
まるあらゆるシンポジウム運営を見事にこな
していた。いずれも英語をしっかりと話し、何
故か容姿端麗な女性ばかりで、連夜の懇親会に
も最後まで付き合ってくれた。シンポジウムを
エンジョイできたのは彼女達のお陰である。 
第 3 回シンポジウムは 2008 年 6 月に再び天

津市で開催される予定で、2007年はじめにアナ
ウンスが開始される。シンポジウムホームペー
ジは「http://www.isce.cn」であるが、2007 年 2
月現在、まだ第 2回シンポジウムの案内が掲載
されていた。「請稍等！」（Wait for a while, 
please）

 
 
 
Sabbatical Term at Chalmers University of 
Technology, Gothenburg, Sweden 
 

草鹿 仁（早稲田大学） 
 
早稲田大学の特別研究期間制度 (Sabbatical 

Term)を利用して、スウェーデン、ヨーテボリ
市のチャルマーズ工科大学に 2005 年 8 月 1 日
から 2006年 8月 23日まで家族とともに滞在し
た。同大学の Valeri Golovitchev（バレリー ゴロ
ビチェフ）先生とは 1997年に Copenhagenで開
催された CIMAC Congressで懇意になって以来、
特に Diesel Engine Modeling と Combustion 
Chemistry 分野で学生ともどもお付き合いして
いただく機会が多々あった。ロシアの Institute
出身の親分肌の先生で、今回 Accept Person を
お願いしたところ快く滞在を引き受けてくだ
さった。スウェーデンについて右も左もわから
なかったが、とにかく、身体一つで家族を連れ
て来い、というバレリー先生の一声で、両親に
見送られ成田から SAS に搭乗したことが昨日
のように思い出される。ヨーテボリはストック
ホルムに次ぐスウェーデン第２の街で、英語で
表記すると Gothenburgであるが、スウェーデン
語では Goteborg（１つ目の oにはウムラウトが
付く）で、この発音が「ヨーテボリ」と聞こえ
ることから、日本人にも「ヨーテボリ」、ある
いは「イエテボリ」の呼称で親しまれている。
街は写真１のとおりで、東京２３区内以外で生
活したことのない筆者にとって、溜息がでるよ
うな美しい景観と安全な治安を併せ持つ良い 

 

 
写真１ レゼベリー（遊園地）の展望タワーから

ヨーテボリ市街の眺望 
 

 
写真２ 遠く海をにらむスカンスパルケン（公

園）に並べられた大砲 
 

海外便り海外便り海外便り海外便り 
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街であった。ヨーテボリは古くから貿易で栄え
た港町で、高台にある公園（Skansparken）では
写真２のように街に入る河川を警護する大砲
が昔の面影を残している。海が近いことから気
候は比較的温暖で、年末年始からようやく積雪
が見られる。夏は暑いときで 27℃程度、冬は
-20℃まで経験したが、関東のようなからっ風
が吹かないことから、体感温度は思ったよりは
寒くなかった。（ヨーテボリもかつては-40℃
程度まで気温が下がることがあったが、近年そ
れほど温度がさがらないそうである。） 
最初の３ヶ月間は大学正門の目の前の写真

３のようなアパートメントに住むことにした。
スウェーデンではパーソナルナンバー（国民
ID）がないと車を所有できないため、車を取得
するまでの間はトラムの駅にほど近いアパー
トが何かと便利であるからである。バレリー先
生の言葉どおり、家具、食器、電気製品、ベッ
ドなど全て装備されていた。とは言え、細かな
ものなどはやはり必要であったが、Division が
包丁、フライパンなど何でも必要な物はリクエ
ストしてくれ、と言ってくれたので、リクエス
トをしたら、後述する Head professor のインゲ
マー先生とバレリー先生が一緒に、最近日本で
も御馴染みの IKEYA（写真４）まで買い物に連
れて行ってくれてありとあらゆる物を購入し
てくれた！ という訳で、着任早々からスムー
ズに研究生活を送ることができた。その後、１
１月下旬からは、写真５の教員用のゲストハウ
スに引っ越した。週に一度ハウスキーピングの
staffが部屋の清掃に訪れ、地下にはサウナがあ
り、朝は小鳥のさえずりで目覚め、Hareがしば
しば見られる大学のグランド近くの自然に富
んだ所で快適な研究期間を過ごすことができ
た。 
さて、Chalmers University of Technology（写真

６）  は、貿易で巨万の富を築いた William 
Chalmers 卿（写真７）が 1829 年に創設した。
Governmental University であったが、1994年に
私立大学となり現在に至る。昨年、School（学
部）-Department（学科）制が廃止され、学問体
系により統合された１６の Department と
Division（部門）制に再編されたばかりであり、
2007 年度から理工学部が３つの学部に分割さ
れる早稲田大学とは全く逆である。 

 
写真３ 最初の４ヶ月を過ごした大学正門近く

にあるアパートメント 
 

 
写真４ ヨーテボリの郊外にある IKEYA 

 

 
写真５ １１月下旬から住み始めた大学のゲス

トハウス（１、２F が family 用の間取
りとなっている） 
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写真６ Chalmers University of Technology 

の 正門 
 

 

写真７ William Chalmers 卿 
 

 

写真８ インゲマー・デンブラット先生 

私の所属箇所は Volvo に約２０年間勤務し
た後に Chalmersに戻ってきた Ingemar Denbratt
（インゲマー デンブラット）教授（写真８）
を headとする Department of Applied Mechanics, 
Division of Combustion and Multiphase Flow（応用
力学科、燃焼・多相流体部門） である。Ingemar
先生の前は、写真９の Jerzy Chomiak 名誉教授
が 1990年から 2000年までは指揮をとられ、彼
の名は、エンジン燃焼分野のみならず、乱流燃
焼分野でも知る人も多いであろう。Division of 
Combustion and Multiphase FlowはChalmersの中
でも潤沢な研究資金と充実したエンジン設備、
基礎燃焼可視化装置、さらには計算機環境で、
Volvo の城下町においてその研究能力をいかん
なく発揮しているヨーロッパでも有数の部門
と言えよう。キャンパスはヨータ・エルヴ川を
挟んで対岸の Lindomeキャンパスとヨーテボリ
の中心街の近くにあるキャンパスで、主に学部
学生は前者、大学院生は後者のキャンパスで活
動している。修士課程学生数は約 6000 人、博
士課程は 1100 人で、研究活動は主に博士課程
から開始される。学生の学費はただで、博士課
程になると月 25 万円程度の給料が支払われ立
派な研究スタッフの一員である。研究のスタッ
フと言えば、Chalmersではオランダ、イタリア
などヨーロッパの各地からの若手の研究者・留
学生も多い。研究能力もさることながら、写真
10 のようなラボの若手スタッフの背の高さに
は驚かされる。写真 10 の中に私が入ったなら
一番小柄で、ラボ全体のメンバーでも真ん中よ
り小さい方である。（ちなみに、身長 178 cmの
私が街で買い物をするときは Sサイズ！）。ラ
ボの研究環境もすこぶる良い。写真１１のよう
な部屋に教員は一人、Ph.Dあるいはポスドク研
究者は 2人で一部屋を割り当てられ、早稲田大
学の研究室環境とは比べ物にならないくらい
十分なスペースが与えられる。ちなみに、日本
に置いてきてしまった自分の研究室の学生と
は週に一回程度、インターネットのビデオチャ
ットを通して研究指導を行った。大きなファイ
ルに関しては、研究室の FTPサーバーを使って
やりとりしたが特段不自由は感じられなかっ
た。「主、元気で留守がよい」という状態であ
る。日本からの知り合いや友人のみならず、大
学院生（計 12人）も遊びに来たが（写真 12）、
やはりこちらで学費や給与の話などは興味
深々に聴いていたのが印象的であった。 
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写真９ ジェーシー・コミャック先生（手前）
とバレリー・ゴロビチェフ先生（奥） 

 
写真 10 ラボの若手スタッフ（左から、ロイ氏、

アリアン氏、ファビアン氏） 

 
写真 11 イタリアからのポスドク研究者ルカ

氏の研究ルーム 

 

写真 12 ３月（左）、７月（右）に日本からヨ
ーテボリを訪れた早大大学院生 

 
自国に発達した自動車産業をもつ国という

と、米国、欧州さらには日本が挙げられよう。
その中で自動車製品を見て欧州を、さらに、自
身の研究環境からスウェーデンのシャルマー
ズを選び訪問した。研究のみならず、大学、教
育、社会システムなどあまりにも日本と異なる
ことの連続に驚き、また、事の他似ている点や
望外の収穫も多々あった。私や家族にとって夢
のような１年であったと同時に、学者としてシ
ャルマーズでの１年と１ヶ月間は一生忘れら
れない滞在となったことは間違いないであろ
う。今後は、10年後に再び訪れる Sabbatical term
のチャンスを楽しみにしつつ、この経験を活か
し研究・教育活動に邁進したいと考えている。 
末筆ではありますが、平素より研究関連でお

付き合いいただいたおります関連企業の皆様、
学部再編という忙しい時期に、快く送り出して
くれた早稲田大学創造理工学部総合機械工学
科（2007 年４月からいよいよスタート）の先
輩・後輩教員の皆様に厚く御礼申し上げます。 
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●SAE 2007 World Congress 
開催日：2007.4.16-19 
開催場所：Cobo Center, Detroit, USA 
発表申込締切：2006.6.1 
http://www.sae.org/congress/ 

● Noise & Vibration Conference and 
Exhibition 
開催日：2007.5.14-17 
開催場所：Pheasant Run Resort, St. Charles,  

USA 
発表申込締切：2006.9.5 
http://www.sae.org/events/nvc/ 

● The 6th Asia-Pacific Conference on 
Combustion (ASPACC2007) 
開催日：2007.5.20-23 
開催場所：名古屋国際会議場、名古屋 
発表申込締切：2006.11.1 (full length paper) 
http://www.combustionsociety.jp/aspacc07/ 
●2007 JSAE/SAE International Spring Fuels 
& Lubricants Meeting  
開催日：2007.7.23-26 
開催場所：京都テルサ、京都 
発表申込締切：2006.11.10 (Extended) 
http://www.jsae.or.jp/2007fl/ 

●14th Asia Pacific Automotive Engineering 

Conference (APAC-14) 
開催日：2007.8.5-8 
開催場所：Hollywood, USA 
発表申込締切：2007.2.2 (Extended) 
http://www.sae.org/events/apac/ 
●日本機械学会 2007 年度年次大会 
開催日：2007.9.9-12 
開催場所：関西大学、吹田 
発表申込締切：2007.3.5 
http://www.jsme.or.jp/2007am/ 
● 13th International Stirling Engine 
Conference (ISEC2007) 
開催日：2007.9.23-26 
開催場所：早稲田大学、東京 
発表申込締切：2007.2.15 
http://www.isec-info.org/isec2007/index.html 
● Small Engine Technology Conference 
(SETC2007) 
開催日：2007.10.30-11.1 
開催場所：朱鷺メッセ、 新潟 
発表申込締切：2007.2.28 (Extended) 
http://www.jsae.or.jp/setc2007/ 

会議カレンダー会議カレンダー会議カレンダー会議カレンダー 
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編集室より編集室より編集室より編集室より 

 第 84期（2006年度）広報委員会よりニュースレターNo.37をお届けします。
年 2回発行のニュースレターは、ホームページ掲載のみの号と紙媒体併用の号
を交互に発行しております。今回のニュースレターNo.37は PDF形式で発行し
ておりまして、エンジンシステム部門ホームページ http://www.jsme.or.jp/eds/
への掲載のみです。今号は、エンジンシステム部門の研究会活動や部門主催の

シンポジウムの報告に加え、部門主催の講習会についての記事も掲載いたしま

した。少しでもエンジンシステム部門の活動の様子が会員の皆様に伝わりまし

たら幸いです。また、特別企画、技術動向、会議報告、海外便り、と読み応え

のある記事も揃いました。今回のニュースレターを発行するにあたりまして、

お忙しい中原稿を快く執筆していただきました執筆者の皆様に感謝の意を表

します。次号 No.38は第 85期広報委員により PDF版と紙媒体の両方で発行予
定です。皆様からの記事もお待ちしております！  （文：幹事 三上真人）

 

第 84期広報委員会：委員長 志賀 聖一（群馬大学） 
幹事 三上 真人（山口大学） 

     shiga@me.gunma-u.ac.jp（志賀，電話 0277-30-1514） 
    mmikami@yamaguchi-u.ac.jp（三上，電話 0836-85-9112） 
 


